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令和6年8月１日発行
施設の

ご予約

▶窓口での申請提出 午前9時00分～
▶電話での仮予約 午前9時30分～
▶インターネット予約 午後1時00分～

11月分の抽選受付
8月1日（木）▶13日（火）

地区交流センターだより

10月分の施設利用予約は
8月1日（木）から受付開始

〈交流大ホールのみ〉朝倉
朝倉地区交流センター

（あさくら館内）

Asakura

地区交流センターだより朝倉 R６年8月号

▮ 朝倉地区交流センター主催講座 まなびの広場

令和3年１月に秋田県伝統的工芸品に指定された『中山人形』。
今回は一足早く来年の干支、巳の土鈴の絵付けを体験します。
脱皮をする蛇のイメージから巳年は「復活と再生」を意味し、新しい
ことが始まる年になると言われています。
新年の縁起物、土鈴の絵付けを体験してみませんか？

中山人形 絵付け体験 干支〈巳(み＝へび）〉

9月7日（土） 午前10：00〜正午開催日

あなたと家族をつなぐ
相続登記を知ろう

8月28日（水）

午前10：00〜午前11：30

会 場 ： あさくら館 ボランティアルーム・工房

講 師 ： 秋田地方法務局大曲支局職員

定 員 ： １５名

参 加 費 ： 無料

申込期間 ： ８月1日（木）～８月23日（金）

申込/問合： 朝倉地区交流センター/あさくら館
TEL：35-2138

開催日
秋田地方法務局（大曲支局）から講師を招いて

相続登記の義務化について学びます。

会 場 ： あさくら館 ボランティアルーム・工房

講 師 ： 樋渡 徹 氏 〈樋渡人形店 店主〉

定 員 ： １6名

参 加 費 ： 2,370円

申込期間 ： 8月1日（木）～８月30日（金）

申込/問合： 朝倉地区交流センター/あさくら館 TEL：35-2138

▮ 朝倉地区交流センター主催講座 まなびの広場

✅ 相続登記しないとどうなる？

✅ 相続不動産の管理はどうすればいい？

✅ どうして義務化になったの？ 等々

相続登記の義務化について法務局職員が

分かりやすく教えてくれます。

よこての送り盆まつり
屋形舟鑑賞会
～横手市役所本庁前～

屋形舟繰り出し
～蛇の崎川原～

秋田県指定無形民俗文化財

追廻子ども会
あさくら碇町内子供会
石町町内小舟会

朝倉碇

石町町内

ねむり流し ～蛇の崎川原～

朝倉地区からも参加します

8月

6日（火）

8月

15日（木）

16日（金）



〈 〉

地区交流センターだより朝倉 R６年8月号

※次回は、『語る会を始めます～参加者募集～』を掲載

『地域運営化にむけて

動いてるの？

今年度は何をやるの？』

朝倉地区の皆さんに知ってもらいたい

横手市地区交流センターって？ vol.13

先月号まで長々と説明をしてきましたが、これから

はいよいよ『動』いていきますよ！

今年度は、朝倉地区の方々、朝倉地区の近隣の方々

など、いろんな方々と『語る会』を開催します。

「こんなことをやられたらいいのに！」

「朝倉地区だけでなくほかの地区とスポーツ対決を

してみたいな！」

「数年でこんなに変わったこの地区の歴史を残した

い！」

「引っ越して朝倉地区に住み始めたけど、朝倉地区

の方々と交わるチャンスが欲しい」

などなど、たくさん想いを持っている方は多いと思い

ます。

そんな皆さんと気兼ねなく

『「おしゃべり ＝ 話してみる

＝ 語る」会』をしてみます。

来月号に詳細を掲載します。

ご期待ください！

0

偶数月
掲載

塩屋生涯学習奨励員が
“朝倉地域のいいところ"を紹介

きらきらっと朝倉

あさくら館に陶芸室が整備され、初めて主催講座とし
て「陶芸教室」を開催。定期的にあさくら館で活動して
いる陶芸サークル「陶炎会」のみなさんから手ほどきを
受けて、よく練られ形づくりしやすく板状に準備された
粘土を棒で延ばして粘土板を作った後、丸や四角の型
紙にあわせ形を型取り、好みの模様をいれて、各々個
性あふれるおもてなし用の『皿』を形づくりました。
陶炎会に陶芸電気窯での素焼きをお願いして、次回
は釉薬がけに挑戦します♪
後半では陶炎会会長
から『私と陶芸との
の出会い』と題した
講話で、気軽に
始めてみると
はまってしまった楽しい
話しを聞きました。

主催講座レポート❶

6月20日（木）開催

ときめき講座

陶芸教室 第１回目

２回目の家庭菜園体験は横手市園芸振興拠点セン
ターを会場に開催しました。
前半は、前回講師が植えたミニトマトとオクラを見本に、
わき芽の取り方や一本仕立ての仕立て方などを学びま
した。参加者から自分が育てている過程の写真を撮っ
てきてもらい見せ合いながら、困りごとなどの質問をす
ると、講師より丁寧にアドバイスをしてもらい、追肥のタ
イミングや害虫への対処の仕方、収穫後土の再利用の
仕方なども教えていただきました。
後半は園芸振興拠点
センターの畑とハウス
を見学。広大な土地に
４０種の品目の野菜を
栽培しており、参加者
からは「野菜栽培の
参考になる」と熱心な
眼（まなこ）で質問が
飛び交いました。

7月4日（木）開催

家庭菜園体験 第2回目

主催講座レポート❷

大鳥公園のクリーン

アップにご参加いた

だいた皆様ありがと

うございました。

～蛇の崎川原～石町町内小舟会
16

ほんのちょっと足を伸ばした先に、こんなとこ

ろがあるなんて…。守りたい、残していきたい地

域の宝物をまた見つけてしまいました。

車を降りて脇道に入ると可愛げな小鳥のさえず

りが聞こえてきました。声の主はカワラヒワ。

にわかバードウォッチャーの私は、初めて聞く名

前でした。ふんわりと丸っこい愛らしい姿に、ほ

ろりと心が和みます。

熊野堂沼の畔に立ち双眼鏡を除くと、生い茂る

樹々をめがけて飛来するアオサギや翼を広げて羽

ばたくカワウの生き生きとした姿がすぐそこに。

寄り添い囁きあっているような熱々カップル

もいます。

いいなあ。みんなの命が輝いている。

ここは、これからもずっとこのままであってほ

しいと言う思いが込み上げてきました。

朝倉地区市民地域会議ソフト事業
夏季環境整備事業

Many thanks


